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現在、全世界が化石エネルギーの枯渇や低炭素グリーン成長時代の到来、環境問題など

により、代替エネルギーに対する関心と投資が何時になく切実になっています。 

  

太陽光発電所を全世界のゴルフ場の駐車場やその他の合法的な場所に建設し、新再生エ

ネルギーを作って炭素排出を低下させ、地球を救い、人類を生かすプロジェクトに取り

組んでいる ṇ と全世界の1億6千万人を超えるゴルフゔーのために、30年余

りにわたり、ゴルフの発展に向け尽力してきた (WPGA) と地球の環

境を懸念して地球を炭素排出から保護する ら、第4次産業革命のリーダーと

なるビッグデータと人工知能を兼ね備えた未来の原動力である第4世代ブロックチェーン

のために5ヵ国の ṇ ṇ の権威たちが協力して作り出したジカ

スコ゗ンを紹介します。 

  

世界の暗号通貨の歴史上初めてブロックの技術を適用してコ゗ンユーザーにコ゗ンのバ

リューに応じた利益金はもとより、コ゗ンで投資された太陽光発電所の利益金とジカス

グループが運営する各種プロジェクトによる事業利益に対しても利益金を配当する一石

多鳥の世界初の暗号通貨であります。 ICOまで加入したジカスグループの特別プロジェ

クト加入者1500口座とその他のジカスコ゗ンの利益配当を受けようとするコ゗ンユーザ

ーたちの行き来する情報システムをブロックチェーン技術で処理し、情報の流出を完全

に遮断したのが特徴です。 本システムの核心は、ビックデーターを基盤にした文書スク

ラッピング・プログラムと、利益を配当するための電算システムを基盤にしたブロッ



 

 

2 

ク・チェーン基盤の技術です。 また日常生活でも現金のように簡単に利用でき、ゴルフ

場やゴルフ用品店、世界ツゕー、ヘルスケゕ、ホームショッピング、レストラン、ゴル

フ・リゾート、スクリーンゴルフなどで現金より多くの割引がもらえ、現金のように使

うことができ、使えば使うほど利用者に利益がフゖードバックされ、地球を緑に、人類

を幸せにできるこのシステムは、全ての人々が望む最も理想的な未来のコ゗ンです。 こ

れがジカスコ゗ンだけが持っている特徴です。 
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ểḰ   

 

 

GECASCOINのプラットフォームは、ジカスコ゗ンだけのためのビックデータと人工知

能電算網を基盤にした特別な第3世代ブロックチェ゗ンとクレジットカード以上の速い伝

送速度で実生活で使用できるコ゗ンである。 

そして、非常にたくさんの電気を消費する従来のGPU採掘方式から脱し、誰でもGECAS

COINを容易に採掘できるが、本社採掘方式で採掘し、新再生エネルギーのためのプロジ

ェクト・バ゗・プロジェクトに活用して利益金をコ゗ンユーザーたちに還元するシステ

ムであり、自ら進化する脱中央型暗号通貨である。 

GECASCOINのブロックチェーンは、既存のBitcoinのBlockchainを補完ה修正し、より

軽くて小さなBlockで運営するようにした。 また、早い振替速度を有し、実生活で現金

と同じく決済に使用可能な暗号通貨である。 

スマートフォンはもちろん、PCのどの運営体系でもGECASCOINのウォレットを使用で

きるように多様な機能をもつ電子ウォレットを提供する。 また、さらにゕップグレード

された未来の運営体系においてもGECASCOINのウォレットを使用することができる。 

GECASCOINは安定的なX-13 Algorithmをさらに発展させ、新たにCodingしてPOS/PO

W Miningになるようにした。 ビックデータと人工知能の組み合わせで作られた最先端

の電算システムは、太陽光発電とその他のさまざまなプロジェクトを通じて作られた利

益金をジカスコ゗ン特有の3:6:1の法則の下に初期投資者:プロジェクトbyプロジェクト

投資者:救護財団の割合で配当し、ジカスコ゗ンのユーザーたちとジカスコ゗ンの救護の

手を望む世界各地の人々に幸せと喜びを与える、地上最高のコ゗ンシステムである。 

 

 

 Ḵפּ 1-1

実生活で使用できないものを通貨と呼べるのか？ 

実生活で使用できるためには暗号通貨はどのような要件を満たすべきか？ 
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▶ 第一、実生活で使用できる加盟店があるか? 

▶ 第二、安全かつ早い決済速度を提供するか? 

▶ 第三、財産の保存と増加に安定性を持つことができるか? 

▶ 第四、ハッキング、偽造・変造のような危険から信頼性を確保できるか? 

▶ 第五、コ゗ンの価値上昇によって得られる利益だけではなく、保有するコ゗ンの数字

に比例して毎月自分の電子ウォレットの中に収益が入ってくるのか? 

GECASCOINはこの五つの要件を全て満足し、実生活で使用できる暗号通貨としてOff-Li

neの加盟店とOn-Lineモバ゗ルやPCでHackingと偽造が基本的に不可能なBlockchain、

そして速い伝送速度及び自らの暗号通貨を安定的に保管できるセキュリテゖウォレット

を適用している。 

 

1-2 GECASTALK  

SNS形式のGECASCOINのプラットフォームである。ブロックチェーンでTALKを作り、

分散ネットワーク技術を適用して中央サーバーの負担を減らし、より速く、より安全に

ハッキングを遮断し、安心して使用でき、既存のどの暗号通貨システムよりGECASCOI

Nを安全に保管・伝送できる。 

加盟店、ショッピングモール、会員管理、同好会結成、グループ結成、決済・送金など

をブロック・チェーン化し、安心して使用できるようにし、プラットフォームの中の肯

定的な活動に対して一定の補償がブロック・チェーン上で透明に行われる、今まで世の

中になかった、世界のコンピュータの権威者たちが作り出したジカスコ゗ンだけの新概

念、新技術である。 

 

1-3 GECAS Contracts Ḵ 

Blockchainと呼ばれるProtocol Layerに基づいて安全に実行される契約である。 

ブロックのチェーンで双方が認証するので偽造が不可能。 

安全なP2P取引を助け、透明な社会を作るのに貢献。 



 

 

6 

 

 

 

1-4  

GECASCOIN 技術チームは、GECASCOIN BlockchainとすべてのSource codeを全世

界にオープンし、暗号通貨の発展を牽引、様々なAPI(Application Programming Inter

face)を開発者らに無償で提供してGECASCOINの発展と全世界の暗号通貨の発展を図る。 

 

1-5  

暗号通貨は従来の通貨の流通方式を代替できる手段として注目されている。 しかし、従

来の暗号通貨は作業証明(Proof-of-Work/PoW)でブロックを生成しているため、時間の

経過に伴う高いコンピューテゖング・パワーを必要とする。そのため、大規模な採掘所

が運営されており、巨大な電力消耗が発生する。 

Bitcoin、Ethereumがその代表的な事例。  

この原因は、Bitcoin、EthereumのハッシュAlgorithmの問題と難易度の増加及び半減

期にある。 

GECASCOINは、このような問題を直視し、解決するための新たなHashing Algorithm

と採掘方式を研究開発して誕生した。 沢山のCoinを採掘するために莫大なComputing 

Powerを使用しなくても採掘が可能になるように設計した。 

ジカスコ゗ンが主張する、「地球を救い、人を幸せにする」というスローガンに似合う
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ように、環境汚染を防ぎ、環境を守りながらも、暗号通貨のトレンドを変えるほどの新

概念の暗号通貨が誕生したのである。 

GECASCOINは環境を守り地球を守る善良な通貨としての地位を確固たるものにし、事

物゗ンターネット及びGECASCOIN基盤の各種プログラム開発ができる最高の暗号通貨

である。 

GECASCOINは既存の作業証明方法に使用者たちの残高を預金して採掘補償を支給する、

持分証明(Proof-of-Stake/PoS)方式を混用するハ゗ブリッドコ゗ンを提案する。 

この提案には、11つの異なる順次的なセキュリテゖ・ハッシュを利用した暗号化ゕルゴ

リズムとハ゗ブリッドブロックを生成するための多型性ハッシュ・ツリーのゕ゗デゕが

含まれている。 
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ỄḰ  

 

BLOCKCHAINは、2008年NAKAMOTO SATOSHIの論文"BITCOIN:A PEER-TO-PEER 

ELECTRONIC CASH SYSTEM"で初めて概念化され、次の年にBITCOINの核心技術と

して具現された。  

 

2-1   Bitcoin צּ ︣ ︡ Blockchai

n ︣ Ḯ 

Bitcoinは二重支払問題を解決するためにBlockchainを使用した最初の事例である。 

中央集権的な管理者の不在にも関われず、Bitcoinは2億件以上のP2P(peer-to-peer)取

引を成功的に支援しており、今は180兆ウォン以上の時価総額を達成している。 

Bitcoinの成功に後を継いでBlockchain技術を活用した多くのシステムが現れた。 

数千個の暗号通貨が現在、競争中であり、IBMの最近の報告書によると、今は90%以上

の銀行がBlockchain技術に投資している。 

 

2-2 Blockchainצּ  כḭֿצּ ḭפּ

ṇ ḭ ḭ ḭ ךּ

ṇ ︡ ︡ לּ ︣ ḭ ṇ Ḯ 

2016年、暗号通貨Ethereumは多くの関心を受けた。 

Ethereumは"任意の状態変換関数具現に使用できる「契約」を生成するのに使用する本

格的なチューリング完全プログラミング言語が内蔵されたBlockchainであり、ブロック

チェーンにSmart Contractsを提供することを目標とする。 

その目標は、ユーザが全ての種類のプログラム(又は契約)をBlockchainに使えるように

することである。 

Bitcoinと同様、EthereumはBlockchainと合意体制を使用して悪意的なNodeが契約内

容を偽造しようとすれば、偽造契約が結局、Blockchainから除去されるようにする。 
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Bitcoinはゕカウントの間で伝送されるBitcoinの量を完全に保障する。 

これと同様にEthereumも実行される契約の完全性を保障しなければならない。 

Smart contractsは脱中央型Application開発のパラダ゗ムの転換になる潜在力を持って

いる。 

プログラムが中央化されたServerになくてもどこでも同一のLogicを実行することがで

きる。 Smart contractsは脱中央型市場、通貨取引プラットフォーム、脱中央型Global

 Supercomputerの開発を目的とするプロジェクトに使用することができる。 

しかし、Ethereumの基盤となるturing completenessが提供する自由と柔軟性はいく

つかの深刻な問題の原因となっている。 

私たちは、turing completenessは本質的に決定不可能なためにSmart contractsの作

成に使用することは、不適切だと思う。 

この決定不可能性の問題から、turing completenessを基盤にしたSmart contractはS

mart contractが実行される前にはそれがどのように作動するのかわからない。 

Ethereumは計算作業に対する費用(ガス)を適用して、この問題を克服しようと試みた。 

しかし、Smart Contractsを開発して実行するために使用されるこの言語自体に内在す

る問題は依然として一連のセキュリテゖホールを作り、The DAOのような失敗したプロ

ジェクトを引き起こした。  

 

 ̧ turing completeness:ある種のプログラミング言語や抽象的なマシンがチュー

リング機械と同じ計算能力を持つこと。「ゕルゴリズムを遂行する装置」 
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3.   

 

 

GECASCOINは従来の暗号通貨の短所を補完し、長所を継承してSmart contractはもち

ろん、真の通貨として実生活に使用できるためのPlatformを開発することを目標にした。 

さらに、GECASCOINを通じて、我々は暗号通貨に関連し、共通的に繰り返される問題

を解決しようとしている。 

意思決定、脱中央化システムには、システム化された意思決定プロセスが欠如している。 

暗号通貨世界の意思決定プロセスの不在で人々に混乱を与えて財政的に非常に大きな損

失が生じるなど様々な問題が発生した事例があった。 

GECASCOINは持続的にSoftwareと全体の生態系を改善するために採掘器や全世界の使

用者が認証に参加する方式を選択しているが、すべての採掘は本社が先に行い、すべて

のコ゗ンユーザーに利益が配分される仕組みを選択した。 

中央集中化防止合意Algorithm PoWタ゗プの合意Protocolのみを使用するBitcoinのよう

な暗号通貨は経済的Incentiveと政治的Incentiveが分離されないことによって発生する

問題を抱えている。  

より多くの採掘(mining)装備を確保することで使用者はブロックチェーンに対する政治

的側面を高めると同時に経済的側面を増やすことができる。  

GECASCOINは経済的Incentiveと政治的Incentiveを分離する合意ゕルゴリズムを使う

ことでこのような問題を克服しようとしている。 経済的Incentiveと政治的Incentiveを

増やすためにはシステム(太陽光設備投資やエコ製品の生産とコ゗ンユーザーの満足と幸

せを維持するための)今後50年間の絶え間ない投資をしなければならない。  

使用者は、太陽光設備投資やエコ製品の生産施設を増やして投票数を増やしたり、また

は預け金補償及びブロック生成補償(Nodeに縛られているCoinの量に比例して与えられ

る補償)に投資してMining輸入を最大化することができる。ちなみに、ここに使用された

合意Protocolは、エネルギー効率が高く、より早い。 
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צּ נּ ? 

Applicationの生態系において、多くの場合、脱中央化通貨が限られた実ユーザーによっ

て投機の温床となる傾向がある。 

GECASCOINは通貨価値とは実生活上どれほど有用に使われているかにあると思ってい

るので、GECASCOINを活用する多様なApplicationの発売はもとより、すでに他の企業

から発売された各種Applicationや全世界の各企業と戦略的な業務協約を結んでいる。 

 

 

 

 

4.  

 

4 -1  

GECASCOIN Blockchain上に作られた安定的なAlgorithm X-13を基盤にこれを発展さ

せた。 

GECASCOIN(GECAS)は、以下の特徴から他の仮想通貨とは差別化された魅力的な固有

の機能を提供し、仮想通貨システムに参加して発生する多様な経済的、社会的、技術的、

科学的派生効果が期待される。 

(1) FPGAおよびASICの具現が難しいPoWゕルゴリズムの使用 

(2) ブロックチェーンを安全に維持するためにPoWと一緒に使用されるPoSシステム 

(3) 今後のブロックチェーンの方向を決定できる内部の参加者投票システム 

(4) 採掘補償と持分補償の適切な配合で実物価値の安定性実現 

(5) 複数のフラットホームユーザのための専用クラ゗ゕント提供 

 

4-2  QT ṇ  

GECASCOINはQTプラットフォームで開発する予定である。 QTは、たった一度のコー

デゖングで多様なプラットフォームにビルド可能な環境に重点を置いているプラットフ
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ォームである。 また、現存する主要プラットフォーム(Windows、Linux、OSX、Andr

oid、iOSなど)を全部支援し、下記のような利点を提供する。 

 

(1) 統合テスト・゗ンフラ、プラットフォーム独立的なコード、優れたメモリ管理 

(2) ブロックチェ゗ンとウォレットサービスを区分する固有のゕーキテクチャーを提供 

(3) コードの規則による維持管理の有用性 

(4) 重複防止のための広範囲なテスト機能の提供 

 

4-3.   

Web pageの提供に使用される JSP、PHP、HTML、HTTP、HTTPS、RDF(Resource 

Description Framework)及びOWL(Ontology Web Language)のような標準Web技術

を基盤に開発すれば、その技術はコンピュータが予測可能・解釈可能な方法で情報を共

有するように拡張できる。 

OWLとRDFは供に明確に構造化されたデータ分類体系の作成に使用できる。 

このような特性を利用して支払いシステムのすべてに関連する契約であるGECAS Contr

actsの概念を提案した。 

OWLとRDFは類似した特性を示すが、現在、RDF標準はP-TIME完全性を支援しない。 

しかし、以前に提示された事実または公理の集合から論理的な結果を推論するツールで

ある、Reasonersを使用してOWL標準はP-TIME複雑性を保障する。 

これは契約を実行するために所要する時間を事前に決定できるということを意味する。 

この特性がOWLをGECAS contractsの基盤言語で選択するようになった核心的な理由だ。 

OWL DL(Description logic)はOWLの下位言語であり、"計算の完全性を維持しながら

も、可能な限り最大の表現力を提供するように設計された。" 

OWL DLはIS020022仕様のように事前に定義された膨大な語彙および分類体系の辞書

の上で動作する。 

取引のようなGECASCOINに特化された機能はOWL辞書には提供されないため、これに

関連する語彙および分類体系は、契約外部から呼び出さなければならない。 

このような技術的な問題を解決するために、ブロックチェーン上に事前に定義されたネ
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ームスペースドメ゗ンを生成する方法を提案する。 

このNamespace Domainは、契約において非標準基本タ゗プ(分類体系)を呼び出すこ

とができる。 

OWLの決定可能性及び分類学的複雑性機能を維持するために、非標準基本タ゗プが慎重

に追加される予定である。 

Blockchainに対するTuring completeness契約のもう一つの問題は、Turing complete

nessは非専門家たちが読み難いということである。 

Codeを法律に例えるなら、Codeは関連するすべての当事者が理解できなければならな

い。 

現在の契約用Turing completenessを使用する通貨は、Codeを理解できる人だけが検査

できる仕組みになっている。 

GECASCOINはOWL標準を使用してSDLang(Simple Declarative Language)と同じ言

語に文法をMappingすることによって、誰でも契約内容を読んでその契約が意味するこ

とを正確に理解できるようにする。 

Timed Automata Language概念はAndrychowiczの論文である'Timed Automataに

よるBitcoin Contractsモデルリングを基盤とする。 

TALはGECAS Contractで使用されるLogic programmingをModelingするために使用

される。 

OWLやTALの関係はHTMLとJavascriptの関係に似ている。 

OWLはデータ構造を提供し、TALは演算子のように作動する。 

プログラミング言語の演算子は加算、減算および比較のような特定機能を遂行する構文

である。 

OWLは情報を提供し、TALはコンピューターにデータの処理方法を知らせる。 

TALにはGlobal Time Factorがあるため、他のプログラミング言語とは若干異なる。 

つまり、契約を実行するために所要する時間を事前にテストすることができる。 

可能なすべてのそれぞれの結果について事前に自動化されたテストを実行することによ

って、ブロックチェーン上でBugのない契約を構築できるPlatformを提供する。 
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︡  

中本哲史の作業証明は、仮想通貨に画期的な発展をもたらしたが、その根本的な性質は

仮想通貨がエネルギーに依存するということを意味する。 したがって、その運営に相当

な費用の発生は避けられない。 使用者は使用量と取引手数料をもってネットワークの費

用を負担する。 BTCネットワークは、時間の経過につれてその生成量が減っていき、結

局は実体価値の引き上げを招きかねない。 

 

作業証明を通さずに仮想通貨のセキュリテゖ水準を維持するためには、新しいシステム

の開発が不可欠である。 これは理論的にも技術的にも、重要な転機となるであろう。 

 

2011年初めにビットコ゗ンの会議で、持分証明という概念が議論された。 これは大ま

かに言えば、通貨の所有権を証明する一つの形態を意味する。 取引によって消費された

コ゗ンの年齢(Coin Age)は、立証された証拠としてみなせるので、これは即ち新しい証

明の概念となる。 そして、実際に立証された証拠が、ほとんどの作業証明を代替できる

ことを確認した。 また、作業証明と同様、証拠物を容易に偽造することはできない。 

 

コ゗ンの年齢という概念は、取引数量に所有した期間を乗じた値となる。 例えば、Aが

Bから10個のコ゗ンをもらって90日間保管したとすれば、コ゗ンの年齢は900になる。 

この計算を容易にするために、私たちはタ゗ムスタンプフゖールドを各取引に取り込ん

だ。 ブロックタ゗ムスタンプと取引タ゗ムスタンプに関連するプロトコルは安定的にコ

゗ンの年齢を計算できるので、セキュリテゖが強化される。 

 

ハ゗ブリッドシステムにおけるブロックは、作業証明ブロックと持分証明ブロックの二

つの類型に区分される。 ブロックに対する新しいタ゗プの立証された証拠は「預け」と

いう特別な取引である。 「預け」は取引ブロックの所有者が自分のコ゗ンの年齢を消費
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して新しいブロックを生成し、証明する過程である。「預け」の最初の入力はカーネル

と呼ばれ、特定のプロトコルの形を満さなければならないため、証明の生成が作業証明

と同じぐらいの確率でハッカーの攻撃を遮断する。しかし、重要な相違点は、ハッシュ

作業は作業証明のような無制限の検索空間で行われる代わりに制限された検索空間(１秒

当たり使用していないウォレット出力 - 1秒当たり一個のハッシュ)を通じて遂行される

ので、エネルギー消費が少ない。 

 

ネットワーク攻撃の場合、有効なチェーンは最も長くて多い持分証明者を持つチェーン

としてみなされるため、二重の支出を生成するためには下記の三点が必要となる。 

 

(1) 攻撃者はハッシュ・パワーを51%以上保有しなければならない。 

(2) 攻撃者は持分チケットの51%を保有しなければならない。 

(3) 攻撃者はPoWブロックの採掘とPoSの預けを同時に使用しなければならない。 

 

理論的に二重支出攻撃は、持分チケットの51%未満で遂行できるが、攻撃者は遥かに長

い期間ネットワークのハッシュ電力の51%以上を採掘しなければならない。 ネットワー

クの新しいブロックに署名するために持分証明者を使用することによって二重支出の可

能性を減らせば、3つのブロックがネットワークに進入した上で取引が安全とみなされる

ので、ほとんどの取引において、攻撃者を取り除くことができる。 
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ỈḰPOW  

 

GECASCOINはPOW方式のみで採掘補償が可能であり、システム(太陽光設備投資やエ

コ製品の生産、コ゗ンユーザーの利益と幸福指数を高める投資)の参加を通じて合意ゕル

ゴリズム(Consensus Algorithm)を作る。 

採掘プログラムはGECASCOINシステム(太陽光設備投資やエコ製品の生産、コ゗ンユー

ザーの利益と幸福指数を高める投資)に参加した人だけがDownloadできるが、すべての

コ゗ンユーザーの公平性と確実な成果に向けたプロジェクト開発のために、本社採掘の

みを可能とする。 

GECASCOINのPOW採掘はジカスグループ本社が指定した全世界に広く分布してHackin

g偽造の恐れがあるシステムを源泉的に遮断する。 
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7 -1  (POW )  

初期開発コ゗ンは、Genesis Block以前に配布されるコ゗ンであり、ソフトウェゕ開発

の完了を支援するためのものである。 このコ゗ンはICO販売および補償で構成される。 

300,000,000個のGECASCOINがGenesis Blockとともに発行される。 

総GECASCOINの数である、1,000,000,000 GECASの30%に該当する。 

 

7-2  (POW )  

公開採掘は、生成されるブロック(60秒ごと)に対し、無作為にNodeに支給される金銭的

補償である。 

補償が無作為に分配されることによって、Nodeの数が増加すれば、後から参加するNod

eが補償を受ける確率が減少する。 

GECASCOIN 年間採掘量は、今後50年間において年間1千4百万個の、ごく限られた数

であるため、一般Nodeが参加して利益が発生するには制限があるため、本社採掘方式に

従う。  

公開採掘の総量は、発行量の70%の700,000,000 GECASである。 

 

7-3   1  

POW採掘によって1年間市場に供給される最大の採掘量は14,000,000 GECASであり、

50年間において半減期なく採掘される。 

 

 

 

 

 



 

 

18 

ỊḰ  

 

GECASCOINは特別性と名分を持って多様な暗号通貨に内在する技術又は運営上の問題

を克服することを目標とする。 

GECASTALKはブロックチェーン基盤のSNSプラットフォームであり、スマートで便利、

公平な社会を作っていく。 

POW採掘は権力の中央集中化を抑制し、Coinの価値を創出することを目標とする。 

X-13ゕルゴリズムは、エネルギー効率性が高い上、速いTransaction(取引)を可能にす

る。 

GECASCOIN Blockchainは、上から契約を生成して実行するにおいて決定可能性と接近

可能性を持つ軽くて最も早い体制を提供する。 

GECASCOINは、Blockchain技術を通じて得られる保安性および完全性を活用しながら、

上記のような目的を達成することを目標としている。  

GECASCOINは次のような課題を解決して実生活で使用できる通貨になるであろう。 

 

1. 軽いブロックチェーン 

2. 早い振替速度 

3. POS Mining:X-13ゕルゴリズム 

4. 加盟店の構築および実生活での使用 

5. 進んだ技術の公開により、世界の暗号通貨技術を牽引 

 

今まで私たちは1次産業革命から3次産業革命を経て、実に大きな発展の中に生きている。

さらに今、我々の前には第4次産業革命という新しい波が押し寄せている。 

我々は誰もが、勝者になるか敗者になるのかのターニングポ゗ントの上に再び立たされ

ている。 

世界の変化をチャンスに変える主人公となって新しい時代を切り開いていく第4次産業革

命の主役にならなければならない。 
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ブロックチェーン、人工知能、ビックデータ、クラウド等が新しい未来を予告している

現在、最後まで生き残る人は、力の強い人でも、賢い人でもなく、変化に最もよく適応

した人だ。 

世界の変化を拒んだ結果、遭遇した痛恨の歴史の教訓を忘れてはならない。 

巨大な変化の中で成功神話を書き記した主人公たちは、鉄道王ベンダ・ビルト、石油王

ロックフェラー、鉄鋼王カーネギー、自動車王ヘンリー・フォード、マ゗クロソフトの

ビル・ゲ゗ツ、ゕマゾンのジェフ・ベゾス、ゕリババのマウゖン、フェ゗スブックのザ

ッカーバーグのような人たちが時代の代表人物だと言える。 

彼らを成功に導いたのは、優れた能力よりは時代の流れに合わせて、すべての人々に理

解と共感を得られる名分と不屈の挑戦精神、やれば出来るというCan Doの精神だった。 

文明の発展に伴って過度に排出されてきた炭素で衰えていく地球を救い、人類の幸せを

追求するという名分の下で、自然を愛する全世界1億6千万人のゴルフゔーたちを代弁す

るWPGAと、きれいな環境を愛する世界の環境財団、時代の先端を切り開いていく世界

各地の碩学らによって作られ、活用されるジカスコ゗ンは、不屈の精神と如何なる状況

でもやればできるというCAN DOの精神で第4次産業革命の主役となって参ります。 
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